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(54)【発明の名称】 反射型液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  デザイン性に優れ、ファッション性が豊か
で、明るく無彩色の白表示と、無彩色のメタル調表示に
より文字や映像情報を表示する反射型液晶表示装置を提
供する。
【解決手段】  明るい吸収型偏光板１１と、反射型偏光
板１４と散乱層１５と鏡面反射板１６と、ＴＮ液晶素子
２０あるいは位相差板１２やねじれ位相差板１３により
色補償したＳＴＮ液晶素子２１とで反射性能を最適化し
た反射型液晶表示装置を提供する。また、鏡面反射板１
６の代わりに、鏡面半透過反射板１７とバックライト１
８とを備え、反射性能と透過性能を最適化した半透過型
の反射型液晶表示装置を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１の電極を有する第１の基板と第２の
電極を有する第２の基板との間に概ね９０゜ツイストで
配向するネマチック液晶を挟持してなるＴＮ液晶素子
と、
前記第２の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、
前記第１の基板の外側に設ける反射型偏光板と、
該反射型偏光板の外側に設ける散乱層と、
該散乱層の外側に鏡面反射板とを備えることを特徴とす
る反射型液晶表示装置。
【請求項２】  第１の電極を有する第１の基板と第２の
電極を有する第２の基板との間に概ね９０゜ツイストで
配向するネマチック液晶を挟持してなるＴＮ液晶素子
と、
前記第２の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、
前記第１の基板の外側に設ける反射型偏光板と、
該反射型偏光板の外側に設ける散乱層と、
該散乱層の外側に設ける鏡面半透過反射板と、
該鏡面半透過反射板の外側にバックライトとを備えるこ
とを特徴とする反射型液晶表示装置。
【請求項３】  第１の電極を有する第１の基板と第２の
電極を有する第２の基板との間に１８０゜～２７０゜ツ
イストで配向するネマチック液晶を挟持してなるＳＴＮ
液晶素子と、
前記第２の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、
該吸収型偏光板と第２の基板との間に設ける位相差板
と、
前記第１の基板の外側に設ける反射型偏光板と、
該反射型偏光板の外側に設ける散乱層と、
該散乱層の外側に鏡面反射板とを備えることを特徴とす
る反射型液晶表示装置。
【請求項４】  第１の電極を有する第１の基板と第２の
電極を有する第２の基板との間に１８０゜～２７０゜ツ
イストで配向するネマチック液晶を挟持してなるＳＴＮ
液晶素子と、
前記第２の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、
該吸収型偏光板と第２の基板との間に設ける位相差板
と、
前記第１の基板の外側に設ける反射型偏光板と、
該反射型偏光板の外側に設ける散乱層と、
該散乱層の外側に設ける鏡面半透過反射板と、
該鏡面半透過反射板の外側にバックライトとを備えるこ
とを特徴とする反射型液晶表示装置。
【請求項５】  上記位相差板の延伸方向の屈折率をｎ
ｘ、直角方向の屈折率をｎｙ、厚さ方向の屈折率をｎｚ
と定義したとき、
ｎｘ＞ｎｚ＞ｎｙの条件を満たす請求項３、または請求
項４記載の反射型液晶表示装置。
【請求項６】  上記位相差板をねじれ位相差板とし、Ｓ
ＴＮ液晶素子のツイスト角をＴｓ、ねじれ位相差板のツ
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イスト角をＴｃとし、
ツイスト角の絶対値の差ΔＴ＝Ｔｓ－Ｔｃの値が０゜～
３０゜の範囲である請求項３、または請求項４記載の反
射型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ＴＮ（ツイストネ
マチック）液晶素子やＳＴＮ（スーパーツイストネマチ
ック）液晶素子を利用して文字情報や、映像情報を表示
する液晶表示装置の構成に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示を利用し、文字情報や映像情報
を表示する液晶表示装置の従来技術としては、たとえば
特開昭５４－１５３０６６号公報に記載のものがある。
【０００３】文字情報や映像情報を、液晶を使用して表
示するときは、さきに記載した公報に記載してあるよう
に、２枚の透明基板の間に液晶を充填した液晶素子の上
下にそれぞれ吸収型偏光板と吸収型偏光板を所望の角度
で配置した液晶表示素子を用いる。この液晶表示素子に
電界を印加すると、誘電率異方性をもつ液晶の配向方向
が変化し、光学特性が変化する液晶の光学的異方性を利
用して、所定の表示を行っている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】この従来の技術におけ
る液晶の光学特性を利用する液晶表示装置においては、
一般的なものとして、ＴＮ液晶を使用すると吸収型偏光
板を透過した偏光方向がＴＮ液晶の旋光性によって制御
され、ノーマリ白モードとなるように出射側の吸収型偏
光板を配置したときには、背景色が白地に黒表示の文字
情報や映像情報を表示している。
【０００５】しかしながら、このように背景が白地に黒
表示で文字情報や映像情報を表示する手段においては、
デザイン的に見た時にとくに変わった様子がなく、さら
にファッション性やおもしろ味にも欠けている。そこ
で、文字情報や映像情報の表示状態が変化したもので、
デザイン的にも特徴のある表示を行う反射型液晶表示装
置が要望されている。
【０００６】さらに、文字情報や映像情報の情報量を拡
大するには、ＴＮ液晶を使用した液晶表示装置ではな
く、急峻性が高くマージンが広くとれることで高分割表
示が可能となるＳＴＮ液晶を使用した液晶表示装置を使
用することが必要となる。このＳＴＮ型の液晶表示装置
は、液晶の複屈折異方性を利用したモードであるため、
白黒表示用として明るさに優れるノーマリ白モードを用
いても、電圧無印加部である背景の表示色は楕円偏光に
より色付きを起こしている。その結果、背景の表示色は
白地ではなく黄緑色に近い色となっており、電圧を印加
した黒表示部の表示色は青味を帯びた黒色となってい
る。表示容量が高く、コントラストの良好なＳＴＮ型に
おいても、デザイン的には変化がなく、地味な情報表示
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である。そこで、ＳＴＮ型の液晶表示装置による情報表
示においても、色付きがない無彩色にして、デザイン的
にも斬新でファッション性に優れた反射型液晶表示装置
が要望されている。
【０００７】〔発明の目的〕本発明の目的は、上記の課
題点を解決して、文字情報や映像情報の表示が変化した
もので、デザイン的に変化があり、ファッション性に優
れた反射型液晶表示装置で、さらに情報表示の容量を拡
大する反射型液晶表示装置を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明による反射型液晶表示装置の構成は、下記に
記載の手段を採用する。
【０００９】本発明による反射型液晶表示装置の構成
は、第１の電極を有する第１の基板と第２の電極を有す
る第２の基板との間に概ね９０゜ツイストで配向するネ
マチック液晶を挟持してなるＴＮ液晶素子と、前記第２
の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、前記第１の基板
の外側に設ける反射型偏光板と、該反射型偏光板の外側
に設ける散乱層と、該散乱層の外側に鏡面反射板とを備
えることを特徴とする。
【００１０】本発明による反射型液晶表示装置の構成
は、第１の電極を有する第１の基板と第２の電極を有す
る第２の基板との間に概ね９０゜ツイストで配向するネ
マチック液晶を挟持してなるＴＮ液晶素子と、前記第２
の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、前記第１の基板
の外側に設ける反射型偏光板と、該反射型偏光板の外側
に設ける散乱層と、該散乱層の外側に設ける鏡面半透過
反射板と、該鏡面半透過反射板の外側にバックライトと
を備えることを特徴とする。
【００１１】本発明による反射型液晶表示装置の構成
は、第１の電極を有する第１の基板と第２の電極を有す
る第２の基板との間に１８０～２７０゜ツイストで配向
するネマチック液晶を挟持してなるＳＴＮ液晶素子と、
前記第２の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、該吸収
型偏光板と第２の基板との間に設ける位相差板と、前記
第１の基板の外側に設ける反射型偏光板と、該反射型偏
光板の外側に設ける散乱層と、該散乱層の外側に鏡面反
射板とを備えることを特徴とする。
【００１２】本発明による反射型液晶表示装置の構成
は、第１の電極を有する第１の基板と第２の電極を有す
る第２の基板との間に１８０～２７０゜ツイストで配向
するネマチック液晶を挟持してなるＳＴＮ液晶素子と、
前記第２の基板の外側に設ける吸収型偏光板と、該吸収
型偏光板と第２の基板との間に設ける位相差板と、前記
第１の基板の外側に設ける反射型偏光板と、該反射型偏
光板の外側に設ける散乱層と、該散乱層の外側に設ける
鏡面半透過反射板と、該鏡面半透過反射板の外側にバッ
クライトとを備えることを特徴とする。
【００１３】〔作用〕本発明の反射型液晶表示装置は、
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外光を利用する反射型の表示装置であり、吸収型偏光板
とＴＮ液晶素子を透過した偏光が反射型偏光板の反射軸
と平行の時はそのまま入射光が反射してメタル調の表示
となり、偏光が反射型偏光板の反射軸と直交の時は透過
して、散乱層を通り鏡面反射板で反射して、拡散光とな
り白表示となる。よって、電圧無印加部である背景領域
は散乱による白表示となり、電圧印加部である文字や画
像領域はメタル（金属）調の表示となる。また反射型偏
光板の配置角度を変えることによって、先述とは逆の状
態に背景領域はメタル調の表示、文字や画像領域は散乱
白表示とすることもできる。
【００１４】また、鏡面反射板の代わりに５％～２０％
程度の光を透過する鏡面半透過反射板を用い、その外側
にバックライトを備えることで、外光が少なく周囲の暗
い環境下でもバックライトを点灯することにより、上述
と同様な表示状態を得ることができる。
【００１５】ＳＴＮ液晶素子を用いても同様のメタル調
表示は可能となる。さらに位相差板と組み合わせること
で、背景領域が明るく無彩色の散乱白表示とすることが
できる。反射型偏光板を透過する光の量を最大限に増や
し、透過率を広範囲の波長で高くなるようにＳＴＮ液晶
素子を最適化する。具体的には、位相差板のリタデーシ
ョンＲｆと、液晶の複屈折性Δｎとセルギャップｄとの
積であるＲｓ＝Δｎｄとの設定や、吸収型偏光板の透過
軸と位相差板の延伸軸と反射型偏光板の透過軸との配置
角度を最適化することで、反射効率が高くなり、さらに
良好な表示状態が得られる。
【００１６】さらに、位相差板に通常の１軸延伸タイプ
でなく、延伸方向の屈折率をｎｘ、その直角方向の屈折
率をｎｙ、厚さ方向の屈折率をｎｚと定義し、ｎｘ＞ｎ
ｚ＞ｎｙとなる、いわゆるＺタイプの位相差板を用いる
ことでによって、視角特性が改善され、周辺からの入射
光が有効に利用され、さらに明るい表示が得られる。こ
のＺタイプの位相差板とＳＴＮ液晶素子と反射型偏光板
と散乱層と鏡面反射板とを用いることで、明るく無彩色
の散乱白表示の背景に無彩色のメタル調表示の反射型液
晶表示装置を実現できる。
【００１７】さらにまた、位相差板の代わりに、ねじれ
位相差板を用いることでも、良好な色補償により無彩色
表示、さらに広視野角で視認性が向上し、このねじれ位
相差板とＳＴＮ液晶素子と反射型偏光板と散乱層と鏡面
反射板とを用いることでも、明るく無彩色の散乱白表示
の背景に無彩色のメタル調表示の反射型液晶表示装置を
実現できる。
【００１８】
【発明の実施の形態】〔第１の実施の形態〕以下図面を
用いて本発明を実施するための最良な形態における反射
型液晶表示装置の構成を説明する。
【００１９】〔反射型液晶表示装置の構成：図１、図
２〕まずはじめに本発明の第１の実施形態における反射
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型液晶表示装置の構成を、図面を用いて説明する。図１
は本発明の第１の実施形態における反射型液晶表示装置
の構成要素を説明するための断面図で、図２は、構成要
素の配置関係を示す平面図である。以下、図１と図２を
交互に用いて、本発明の反射型液晶表示装置の構成を説
明する。
【００２０】この発明の反射型液晶表示装置の構成は、
図１に示すように、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）から
なる第１の電極３が形成されている厚さ０．５ｍｍのガ
ラス板からなる第１の基板１と、ＩＴＯからなる第２の
電極４が形成されている厚さ０．５ｍｍのガラス板から
なる第２の基板２と、これら第１の基板１と第２の基板
２を張り合わせるシール材５と、第１の基板１と第２の
基板２とに挟持されている９０゜ツイスト配向している
ネマチック液晶６とからなるＴＮ液晶素子２０が形成さ
れている。
【００２１】ＴＮ液晶素子２０の第１の基板１の外側に
は反射型偏光板１４を、反射型偏光板１４の外側には散
乱層１５を、散乱層１５の外側には鏡面反射板１６を配
置する。第２の基板２の外側には透過率４６％の吸収型
偏光板１１を配置し、反射型液晶表示装置を構成する。
【００２２】ここで通常の吸収型偏光板は透過軸と吸収
軸を持つシート状の部材であるが、反射型偏光板１４と
は、透過軸と直交する振動面をもつ直線偏光は反射する
反射軸を有するシート状の部材である。そのため、反射
型偏光板１４の外側に散乱層１５と鏡面反射板１６を配
置すると、直線偏光が透過軸と平行に入射した際には拡
散光が反射して明るい白色の表示となり、反射軸と平行
に入射した際には直接反射し、表面が鏡面状態であり反
射効率が高いので、明るいメタル調の表示が得られる。
【００２３】ここでは反射型偏光板１４として、住友ス
リーエム株式会社のオプチカルフィルムＤＢＥＦ（商品
名）を使用する。この反射型偏光板は、屈折率の異なる
多層薄膜から形成されているが、ほかにも、コレステリ
ック液晶ポリマーをλ／４板で挟んだ構成のものや、ホ
ログラムを利用するものでも構わない。
【００２４】散乱層１５は、鏡面反射板１６で反射した
光を散乱し、広視野角で明るい表示を得るために設けて
ある。外部から入射する光はなるべく前方に散乱透過
し、後方散乱が少ないものが、高コントラストが得られ
て好ましい。ここでは、粘着材に微粒子を混合した厚さ
３０μｍの散乱性粘着材を散乱層１５として用いてい
る。
【００２５】鏡面反射板１６としては、ポリエチレンテ
レフタレート（ＰＥＴ）のフィルム上に、アルミニウム
や銀からなる厚さ１００ｎｍの金属薄膜を蒸着やスパッ
タリング工程によって形成したものを用いている。
【００２６】つぎに、第１の基板１の厚さと表示品質の
関係を説明する。ＴＮ液晶素子２０に入射する光が正面
からのときは、吸収型偏光板１１と第２の基板２とネマ
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チック液晶６を透過し、さらに、第１の基板１を透過し
てから反射型偏光板１４で反射し、入射光と同じ道順を
通って、出射光として観察者側へ到達する。
【００２７】しかし、斜めから入射する光は、第１の基
板１が厚いと、入射時に透過した液晶層と、出射時に透
過する液晶層が異なり、表示部がぼやけているように見
える二重像が発生し、表示品質が低下する。したがっ
て、第１の基板１が薄いほど、斜めからの入射光による
二重像が減少し、良好な明るさと表示の視認性が高くな
る。第１の基板１を色々な厚さの基板を用いて試作した
ところ、厚さ０．５ｍｍ以下で良好な表示品質が得られ
た。第１の基板１は薄くなるほど良くなるが、あまり薄
いと作業性が低下するのために、厚さ０．１ｍｍ以上が
好ましい。本発明の実施の形態では、第１の基板１と第
２の基板２とはともに、厚さ０．５ｍｍのガラス板を用
いている。
【００２８】ＩＴＯからなる第１の電極３と第２の電極
４の透過率は、明るさや色合いの点で重要であり、透過
率の高いＩＴＯが要求される。通常ＩＴＯ電極はシート
抵抗値が低いほど、ＩＴＯの膜厚が厚くなり、透過率が
低くなる。そこで第１の電極３には、電圧の低いデータ
信号を印加するために、クロストークへの影響が少ない
ことから、シート抵抗値が１００オームでＩＴＯの膜厚
が４０ｎｍであるＩＴＯ電極を用いることができ、平均
透過率が約９２％の透明電極である。
【００２９】第２の電極４には、電圧の高い走査信号を
印加するので、クロストークを低下するためにシート抵
抗値が１０オームでＩＴＯの膜厚が２３０ｎｍであるＩ
ＴＯ電極を用いるために平均透過率は約８９％と低くな
るが、本発明の実施の形態のように、少なくとも１方の
基板に、透過率が９０％以上の透明電極を用いること
で、明るさを改善できる。
【００３０】つぎに、各構成部材の配置関係を図２を用
いて説明する。第１の電極３と第２の電極４の表面には
配向膜（図示せず）が形成され、図２（ａ）に示すよう
に、第１の基板１は、水平軸に対して、右下がり４５゜
方向にラビング処理することによって、下液晶分子配向
方向６ａは－４５゜となる。第２の基板２は、右上がり
４５゜方向にラビング処理することによって、上液晶分
子配向方向６ｂは＋４５゜となる。粘度２０ｃｐのネマ
チック液晶には、カイラル材と呼ぶ旋回性物質を微量添
加し、ねじれピッチＰを７０μｍに調整し、左回り９０
゜ツイストのＴＮ液晶素子２０を形成する。
【００３１】反射型偏光板１４の透過軸１４ａは、水平
軸を基準として－４５゜に配置し、吸収型偏光板１１の
透過軸１１ａは、図２（ｂ）に示すように、水平軸を基
準にして＋４５゜に配置してある。
【００３２】以上のように構成されている本発明の反射
型液晶表示装置においては、電圧無印加の状態では、入
射光が反射型偏光板を透過して、散乱層と鏡面反射板で
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7
反射した拡散光が得られ、明るく無彩色の白表示とな
り、第１の電極３と第２の電極４との間に電圧を印加す
ると、ネマチック液晶６の分子が立ち上がり、反射型偏
光板で反射し、明るく無彩色なメタル調の表示色が観察
できる。
【００３３】〔第２の実施の形態〕つぎに本発明の第２
の実施の形態の反射型液晶表示装置の構成について説明
する。第２の実施の形態の反射型液晶表示装置は、鏡面
反射板の代わりに鏡面半透過反射板を備える点と、バッ
クライトを備えること以外は、第１の実施の形態の構成
と同一である。
【００３４】〔液晶表示装置の構成：図３、図４〕本発
明の第２の実施形態における反射型液晶表示装置の構成
を、図面を用いて説明する。図３は本発明の第２の実施
形態における反射型液晶表示装置の構成要素を説明する
ための断面図で、図４は構成要素の配置関係を示す平面
図である。以下、図３と図４を交互に用いて、本発明の
反射型液晶表示装置の構成を説明する。
【００３５】本発明の第２の実施形態の反射型液晶表示
装置は、図３に示すように、酸化インジウムスズ（ＩＴ
Ｏ）からなる第１の電極３が形成されている厚さ０．５
ｍｍのガラス板からなる第１の基板１と、ＩＴＯからな
る第２の電極４が形成されている厚さ０．５ｍｍのガラ
ス板からなる第２の基板２と、第１の基板１と第２の基
板２を張り合わせるシール材５と、第１の基板１と第２
の基板２とに挟持されている９０゜ツイスト配向してい
るネマチック液晶６とからＴＮ液晶素子２０が形成され
ている。
【００３６】ＴＮ液晶素子２０の第１の基板１の外側に
は反射型偏光板１４を配置し、反射型偏光板１４の外側
には散乱層１５を配置し、散乱層１５の外側には鏡面半
透過反射板１７を配置し、鏡面半透過反射板１７の外側
にはバックライト１８を配置する。第２の基板２の外側
には透過率４６％の吸収型偏光板１１を配置することに
よって、反射型液晶表示装置を構成する。
【００３７】反射型偏光板１４と散乱層１５について
は、第１の実施の形態で用いたものと同一である。ま
た、第１の基板１と第２の基板２、第１の電極３と第２
の電極４も、第１の実施の形態で用いたものと同一であ
る。
【００３８】鏡面半透過反射板１７は、ポリエチレンテ
レフタレート（ＰＥＴ）のフィルム上に、アルミや銀か
らなる金属薄膜を真空蒸着法やスパッタリング法によっ
て厚さが２０ｎｍ程度に形成し、透過率が１０％程度で
反射率が７０％程度となるハーフミラー状のフィルムと
したものを用いている。
【００３９】ここでバックライト１８は、エレクトロル
ミネッセンス（ＥＬ）、ライトエミッティングダイオー
ド（ＬＥＤ）、冷陰極管、または熱陰極管が用いられ
る。さらにバックライト１８の発光面に蛍光色の顔料を
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印刷塗布し、蛍光色を発色するものを用いても良い。
【００４０】つぎに、各構成部材の配置関係を図４を用
いて説明する。第１の電極３と第２の電極４の表面には
配向膜（図示せず）が形成され、図４（ａ）に示すよう
に、第１の基板１は、水平軸に対して、右下がり４５゜
方向にラビング処理することによって、下液晶分子配向
方向６ａは－４５゜となる。第２の基板２は、右上がり
４５゜方向にラビング処理することによって、上液晶分
子配向方向６ｂは＋４５゜となる。粘度２０ｃｐのネマ
チック液晶には、カイラル材と呼ぶ旋回性物質を微量添
加し、ねじれピッチＰを７０μｍに調整し、左回り９０
゜ツイストのＴＮ液晶素子２０を形成する。
【００４１】反射型偏光板１４の透過軸１４ａは、水平
軸を基準として＋４５゜に配置し、吸収型偏光板１１の
透過軸１１ａは、図４（ｂ）に示すように、水平軸を基
準にして－４５゜に配置し、互いの透過軸が直交するよ
うに設定してある。
【００４２】以上のように構成されている本発明の液晶
表示装置においては、電圧無印加の状態では、入射光が
反射型偏光板を透過して、散乱層と鏡面半透過反射板で
反射した拡散光が得られ、明るく無彩色の白表示とな
り、第１の電極３と第２の電極４との間に電圧を印加す
ると、ネマチック液晶６の分子が立ち上がり、反射型偏
光板で反射し、明るく無彩色なメタル調の表示色が観察
できる。
【００４３】さらに、バックライト１８を点灯すると、
バックライト１８の光が鏡面半透過反射板と散乱層と反
射型偏光板を透過し、バックライトの色彩による表示色
が観察できる。
【００４４】〔第３の実施の形態〕つぎに本発明の第３
の実施の形態の反射型液晶表示装置の構成について説明
する。第３の実施の形態の反射型液晶表示装置は、ＴＮ
液晶素子の代わりにＳＴＮ液晶素子を備える点と、位相
差板を備えること以外は、第１の実施の形態の構成と同
一である。
【００４５】〔液晶表示装置の構成：図５、図６〕本発
明の第３の実施形態における反射型液晶表示装置の構成
を、図面を用いて説明する。図５は本発明の第３の実施
形態における反射型液晶表示装置の構成要素を説明する
ための断面図で、図６は構成要素の配置関係を示す平面
図である。以下、図５と図６を交互に用いて、本発明の
反射型液晶表示装置の構成を説明する。
【００４６】この第３の実施形態の反射型液晶表示装置
は、図５に示すように、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）
からなる第１の電極３が形成されている厚さ０．５ｍｍ
のガラス板からなる第１の基板１と、ＩＴＯからなる第
２の電極４が形成されている厚さ０．５ｍｍのガラス板
からなる第２の基板２と、第１の基板１と第２の基板２
を張り合わせるシール材５と、第１の基板１と第２の基
板２とに挟持されている２４０゜ツイスト配向している
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ネマチック液晶６とからＳＴＮ液晶素子２１が形成され
ている。
【００４７】ＳＴＮ液晶素子２１の第１の基板１の外側
には反射型偏光板１４を、反射型偏光板１４の外側には
散乱層１５を、散乱層１５の外側には鏡面反射板１６
を、鏡面反射板１６を配置する。第２の基板２の外側に
は位相差板１２を配置し、位相差板１２の外側には透過
率４６％の吸収型偏光板１１を配置することによって、
反射型液晶表示装置を構成する。
【００４８】反射型偏光板１４と散乱層１５、鏡面反射
板１６については、第１の実施の形態で用いたものと同
一である。また、第１の基板１と第２の基板２、第１の
電極３と第２の電極４も、第１の実施の形態で用いたも
のと同一である。
【００４９】位相差板１２は、ポリカーボネートを延伸
した厚さ約７０μｍのフィルムで、延伸方向の屈折率を
ｎｘ、直角方向の屈折率をｎｙ、厚さ方向の屈折率をｎ
ｚと定義すると、ｎｘ＞ｎｚ＞ｎｙとなっている、いわ
ゆるＺタイプの位相差板で、アクリル系の粘着剤で吸収
型偏光板１１と１体化している。このＺタイプの位相差
板は視角を傾けたときのリタデーション変化が少なく、
その結果、液晶表示装置の視角特性が改善する。
【００５０】つぎに、各構成部材の配置関係を図６を用
いて説明する。第１の電極３と第２の電極４の表面には
配向膜（図示せず）が形成され、図６（ａ）に示すよう
に、第１の基板１は、水平軸に対して、右上がり３０゜
方向にラビング処理することで、下液晶分子配向方向６
ａは＋３０゜となる。第２の基板２は、右下がり３０゜
方向にラビング処理することによって、上液晶分子配向
方向６ｂは－３０゜となる。粘度２０ｃｐのネマチック
液晶には、カイラル材と呼ぶ旋回性物質を添加し、ねじ
れピッチＰを１１μｍに調整し、左回り２４０゜ツイス
トのＳＴＮ液晶素子２１を形成する。
【００５１】使用するネマチック液晶６の複屈折の差Δ
ｎは０．１５で、第１の基板１と第２の基板２の隙間で
あるセルギャップｄは５．６μｍとする。したがって、
ネマチック液晶６の複屈折の差Δｎとセルギャップｄと
の積で表すＳＴＮ液晶素子２１のΔｎｄ値である複屈折
量Ｒｓは０．８４μｍである。位相差板１２の位相差値
Ｒｆは０．５８μｍである。
【００５２】反射型偏光板１４の透過軸１４ａは、水平
軸を基準として－２０゜に配置し、吸収型偏光板１１の
透過軸１１ａは、図６（ｂ）に示すように、水平軸を基
準にして－７５゜に配置し、位相差板１２の延伸軸１２
ａは、水平軸を基準にして＋６０゜に配置してある。
【００５３】以上のように構成されている本発明の第３
の実施形態の反射型液晶表示装置においては、電圧無印
加の状態では、入射光が反射型偏光板を透過して、散乱
層と鏡面反射板で反射した拡散光が得られ、ＳＴＮ液晶
素子２１においても明るく無彩色の白表示となり、第１
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の電極３と第２の電極４との間に電圧を印加すると、ネ
マチック液晶６の分子が立ち上がり、複屈折量が変化す
ることで入射光は反射型偏光板で反射し、明るく無彩色
なメタル調の表示色が観察できる。
【００５４】さらに、位相差板１２として、ｎｘ＞ｎｚ
＞ｎｙであるＺタイプを用いることによって、反射型液
晶表示装置の視野角特性が改善される。視野角特性が良
くなることで、いろいろな方向からの光が入射し、その
結果、メタル調表示が明るくなり、より視認性の良好な
液晶表示装置が得られる。
【００５５】〔第４の実施の形態〕つぎに本発明の第４
の実施の形態の反射型液晶表示装置の構成について説明
する。第４の実施の形態の反射型液晶表示装置は、鏡面
反射板の代わりに鏡面半透過反射板を備える点と、位相
差板の代わりにねじれ位相差板を備えること以外は、第
３の実施の形態の構成と同一である。
【００５６】〔液晶表示装置の構成：図７、図８〕本発
明の第４の実施形態における反射型液晶表示装置の構成
を、図面を用いて説明する。図７は本発明の第４の実施
形態における反射型液晶表示装置の構成要素を説明する
ための断面図で、図８は構成要素の配置関係を示す平面
図である。以下、図７と図８を交互に用いて、本発明の
反射型液晶表示装置の構成を説明する。
【００５７】この第４の実施形態の反射型液晶表示装置
は、図７に示すように、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）
からなる第１の電極３が形成されている厚さ０．５ｍｍ
のガラス板からなる第１の基板１と、ＩＴＯからなる第
２の電極４が形成されている厚さ０．５ｍｍのガラス板
からなる第２の基板２と、第１の基板１と第２の基板２
を張り合わせるシール材５と、第１の基板１と第２の基
板２とに挟持されている２４０゜ツイスト配向している
ネマチック液晶６とからＳＴＮ液晶素子２１が形成され
ている。
【００５８】ＳＴＮ液晶素子２１の第１の基板１の外側
には反射型偏光板１４を配置し、反射型偏光板１４の外
側には散乱層１５を配置し、散乱層１５の外側には鏡面
半透過反射板１７を配置し、鏡面半透過反射板１７の外
側にはバックライト１８を配置する。第２の基板２の外
側にはねじれ位相差板１３と、ねじれ位相差板１３の外
側には透過率４６％の吸収型偏光板１１を配置すること
によって、反射型液晶表示装置を構成する。
【００５９】反射型偏光板１４と散乱層１５と鏡面半透
過反射板１７とバックライト１８については、第２の実
施の形態で用いたものと同一である。また、第１の基板
１と第２の基板２、第１の電極３と第２の電極４も、第
２の実施の形態で用いたものと同一である。
【００６０】ねじれ位相差板１３は、ねじれを持つ液晶
性高分子材料を、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）フ
ィルムやポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィル
ムに配向処理してから塗布し、１５０℃程度の高温で、



(7) 特開２００１－２０１７４０

10

20

30

40

50

11
液晶状態にして、ツイスト角を調整後、室温まで急冷し
て、そのねじれ状態を固定化したフィルムである。本発
明の実施の形態では、ツイスト角Ｔｃは－２２０゜で、
ΔｎｄであるＲｃは０．６１μｍの右回りのねじれ位相
差板１３を用いる。
【００６１】つぎに、各構成部材の配置関係を図８を用
いて説明する。第１の電極３と第２の電極４の表面には
配向膜（図示せず）が形成され、図８（ａ）に示すよう
に、第１の基板１は、水平軸に対して、右上がり３０°
方向にラビング処理することによって、下液晶分子配向
方向６ａは＋３０゜となり、第２の基板２は右下がり３
０゜方向にラビング処理することによって上液晶分子配
向方向６ｂは－３０゜となる。粘度２０ｃｐのネマチッ
ク液晶には、カイラル材と呼ぶ旋回性物質を添加し、ね
じれピッチＰを１１μｍに調整し、左回り２４０゜ツイ
ストのＳＴＮ液晶素子２１を形成する。
【００６２】使用するネマチック液晶６の複屈折の差Δ
ｎは０．１５で、第１の基板１と第２の基板２のすきま
であるセルギャップｄは５．４μｍとする。したがっ
て、ネマチック液晶６の複屈折の差Δｎとセルギャップ
ｄとの積で表すＳＴＮ液晶素子２１のΔｎｄ値である複
屈折量Ｒｓは０．８１μｍである。ねじれ位相差板の位
相差値Ｒｃは０．６１μｍであるので、ΔＲ＝Ｒｓ－Ｒ
ｃ＝０．２μｍである。
【００６３】ΔＲが小さくなると、メタル調の表示部が
色付いてしまい、少しずつ黄色くなり、逆にΔＲが大き
くなると、背景の白表示部の反射光が少なくなり表示全
体が暗くなってしまう。したがって、ΔＲの値は０．１
５μｍ～０．２５μｍの範囲とすることが好ましい。
【００６４】反射型偏光板１４の透過軸１４ａは、水平
軸を基準として－５゜に配置し、吸収型偏光板１１の透
過軸１１ａは、図８（ｂ）に示すように、水平軸を基準
にして、＋４５゜に配置し、ねじれ位相差板１３の下分
子配向方向１３ａは、水平軸を基準にして＋５５゜に配
置し、上分子配向方向１３ｂは、－８５゜に配置し、右
回りＴｃ＝２２０゜ツイストした状態になっている。
【００６５】以上のように構成されている本発明の反射
型液晶表示装置においては、電圧無印加の状態では、入
射光が反射型偏光板を透過して、散乱層と鏡面半透過反
射板で反射した拡散光が得られ、明るく無彩色の白表示
となり、第１の電極３と第２の電極４の間に電圧を印加
すると、ネマチック液晶６の分子が立ち上がり、反射型
偏光板で反射し、明るく無彩色なメタル調の表示色が観
察できる。
【００６６】さらに、バックライト１８を点灯すると、
バックライト１８の光が鏡面半透過反射板と散乱層と反
射型偏光板を透過し、バックライトの色彩による表示色
が観察できる。
【００６７】さらに、ねじれ位相差板を用いることで、
反射型液晶表示装置の視野角特性が改善され、その結 *
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*果、メタル調表示が明るくなり、より視認性の良好な液
晶表示装置が得られる。
【００６８】本発明の実施の形態では、ねじれ位相差板
１３として、室温ではねじれ状態が固定化している液晶
性ポリマーフィルムを用いたが、液晶分子の１部を鎖状
のポリマー分子に結合しただけの、温度によりＲｃが変
化する温度補償型ねじれ位相差板を用いると、高温での
明るさやコントラストが改善し、より良好な反射型液晶
表示装置が得られる。
【００６９】〔第４の実施の形態の変形例〕第４の実施
の形態では、ＳＴＮ液晶素子としてＴｓ＝２４０゜ツイ
ストでＲｓ＝０．８１μｍのＳＴＮ液晶素子２１を用い
たが、１８０゜～２７０゜ツイストで、Ｒｓ＝０．７μ
ｍ～１．０μｍの液晶表示装置でも、吸収型偏光板１１
とねじれ位相差板１３と反射型偏光板１４の配置角度を
最適化することで、同様な表示装置が得られる。
【００７０】本発明の実施の形態では、第１の基板１ａ
として、厚さ０．５ｍｍのガラス基板を用いているが、
第１の基板１ａの厚さは、薄い程良好な表示品質が得ら
れるが、あまり薄いと作業性が低下するので、実際には
０．１ｍｍ～０．５ｍｍが良い。また、材質は、ポリエ
チレンテレフタレート（ＰＥＴ）などのプラスチック基
板を用いても、同様なメタル調の反射型液晶表示装置が
得られる。
【００７１】
【発明の効果】以上の説明で明らかなように、本発明に
よれば、ＴＮ液晶素子２０やＳＴＮ液晶素子２１を用い
て、デザイン的に変化があり、ファッション性に優れた
反射型液晶表示装置を提供することができる。さらにＳ
ＴＮ液晶素子２１を用いて情報表示の容量を拡大し、明
るい吸収型偏光板１１と、Ｚタイプの位相差板１２と、
反射型偏光板１４と、散乱層１５と、鏡面半透過反射板
１７とバックライト１８で構成し、反射性能と透過性能
を最適化することで、明るく白い背景色に高コントラス
トで、無彩色のメタル調表示の半透過反射型液晶表示を
提供できる。
【００７２】またさらに本発明によれば、明るい吸収型
偏光板１１と、ねじれ位相差板１３と、ＳＴＮ液晶素子
２１と、反射型偏光板１４で構成し、反射性能と透過性
能を最適化することでも、明るく、高コントラストで、
無彩色のメタル調表示の半透過反射型液晶表示を提供で
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態における反射型液晶表
示装置の構成を示す断面図である。
【図２】本発明の第１の実施形態における反射型液晶表
示装置の配置関係を示す平面図である。
【図３】本発明の第２の実施形態における反射型液晶表
示装置の構成を示す断面図である。
【図４】本発明の第２の実施形態における反射型液晶表
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示装置の配置関係を示す平面図である。
【図５】本発明の第３の実施形態における反射型液晶表
示装置の構成を示す断面図である。
【図６】本発明の第３の実施形態における反射型液晶表
示装置の配置関係を示す平面図である。
【図７】本発明の第４の実施形態における反射型液晶表
示装置の構成を示す断面図である。
【図８】本発明の第４の実施形態における反射型液晶表
示装置の配置関係を示す平面図である。
【符号の説明】
１：第１の基板          ２：第２の基板          
３：第１の電極
４：第２の電極          ５：シール材          ６：
ネマチック液晶
６ａ：下液晶分子配向方向          ６ｂ：上液晶分子*

14
*配向方向
１１：吸収型偏光板          １１ａ：吸収型偏光板の
透過軸
１２：位相差板（Ｚタイプ）          １２ａ：位相差
板の延伸軸
１３：ねじれ位相差板          １３ａ：ねじれ位相差
板の下分子配向方向
１３ｂ：ねじれ位相差板の上分子配向方向          １
４：反射型偏光板
１４ａ：反射型偏光板の透過軸          １５：散乱層
１６：鏡面反射板          １７：鏡面半透過反射板
１８：バックライト          ２０：ＴＮ液晶素子（９
０゜ツイスト）
２１：ＳＴＮ液晶素子（２４０゜ツイスト）

【図１】 【図２】 【図３】

【図５】
【図７】
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